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２００９年７月３１日 

 

『エコアクション２１審査人倫理規程に反し不適切な行動を行った 

エコアクション２１審査人の処分について』 

 
(財)地球環境戦略研究機関 持続性センター 

エコアクション２１中央事務局 

 
 エコアクション２１審査人倫理規程に反し、極めて不適切な行為を行ったエコアクション２１審査

人Ａに対して、エコアクション２１審査人倫理委員会の審議結果に基づき、以下のような処分を行い

ましたので、これを公表します。 
 エコアクション２１中央事務局は、今回の審査人Ａの行為を厳しく非難するとともに、私どもが認

定した審査人が不適切な行為を行ったことを深く遺憾とし、関係の皆様にお詫び致します。 
 今回、このような事態が発生したことを踏まえ、本年７月１日付けでエコアクション２１審査人倫

理規程を改訂するとともに、審査人に対する倫理教育を徹底し、その再発防止に努めて参ります。 
 

記 
 
  処分対象者：エコアクション２１審査人Ａ（以下「Ａ」という） 

処分内容：エコアクション２１審査人の認定・登録の一年間の一時停止及び誓約書の提出 
（一時停止期間：平成２１年７月１日より平成２２年６月３０日まで） 
（誓約書の内容等：「エコアクション２１審査人倫理規程に抵触する行為があった

ことを反省し、今後、エコアクション２１中央事務局が制定する内規等を遵守す

る旨を誓約する」文書を指定期日までにエコアクション２１中央事務局長宛に提

出すること） 
処分理由： 
１．前提となる事実 
（１）Ａは、エコアクション２１審査人倫理規程（以下「倫理規程」という）に基づく自

らの処分について審議するエコアクション２１審査人倫理委員会（以下「倫理委員会」

という）の資料として提出するため、自らが審査を担当した事業者１１社に対し、「自

らの審査が適切であり、倫理規程に抵触していないと確信する」旨の例文を示し、意

見書の提出を電話及び E-mail 等により、直接依頼した。 
（２）上記１１社のうち１社については、中間審査を実施した際、審査終了後に、中間審

査と連続した時間、場所において、代表者に対して直接依頼し、Ａの面前で意見書を

作成してもらい、これを受領した。また１社については、中間審査の不足資料を受け

取る際に意見書を受領し、１社については、中間審査の翌日に訪問して意見書を受領

し、さらに２社については直接訪問して意見書を受領した。 
（３）Ａは、倫理委員会に対し、自らが審査を担当した事業者１１社に意見書の提出を依頼し、

事業者が作成した意見書を受領した旨の記載がある「エコアクション２１審査人倫理委員

会に基づく処分について（弁明書）」を平成２１年３月１６日付けで提出した。 
（４）Ａが意見書の提出を依頼したことにより、事業者の中には、「処分を受けるような審査人

から審査を受けたことから、自らの認証・登録に何らかの影響があるのではないか」等の

不安を感じた方が存在した。 
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２．エコアクション２１審査人倫理規程への抵触 
エコアクション２１審査人倫理規程（平成２０年７月１日一部改正）の第１項では、

『審査人の使命』について、「審査人は、エコアクション２１認証・登録制度の目的を正

しく認識するとともに、審査人としての職責を自覚して、常に公平不偏の立場を堅持し

て審査を行わなければならない。」と定めている。また、同第２項では、『審査人の行動

規範』として、「④利害関係者から一切の便宜供与を受けないこと」、「⑦エコアクション

２１認証・登録制度の信頼性を向上するよう行動すること」、と定めている。さらに同第

５－１項の『報酬及び贈答品等の受け取りについて』では、禁止事項として、「②いかな

る場合にあっても、審査を担当した受審事業者及びその関係者（関係会社を含む）より、

あらゆる種類の便宜供与を受けてはならない。」と定めている。 
したがって、Ａは、倫理規程のもと、このような行動規範及び禁止事項に従い、たと

え自らの処分に関することであっても、受審事業者に対し、意見書の提出を依頼すべき

ではなかった。特に中間審査と連続した時間、場所において、自らの個人的利益に関わ

るような意見書の提出を依頼してはならなかった。また、審査人として事業者に不安を

与えるような行為は慎むべきであった。 
このことは、Ａが、審査人としての職責を自覚し、常に公正不偏の立場を堅持して審

査及びその行動を行うべきところ、こうした行動を行っていないと評価せざるを得ず、

また、Ａが事業者に意見書の提出を依頼し、これを受領したことは、審査を担当した受

審事業者から、自らのために便宜の供与を受けたと評価せざるをえず、倫理規程の第２

項『審査人の行動規範』④及び⑦さらに、倫理規程の第５－１項『報酬及び贈答品等の

受け取りについて』の②に抵触していると判断することが妥当である。 
 
審査人は、事業者がエコアクション２１ガイドラインに適合しているか否かを審査し、

判断する立場であり、その点において事業者に対して一種の優越的地位にあると言える。

事業者は、このような立場の審査人から、事業者自身の審査に係わることについて依頼

を受けた場合、これを断ることは難しいと考えられる。また審査人が審査外の事由によ

り事業者に何らかの依頼をし、あるいは便宜の供与を受けることは、制度の信頼性を損

なう行為であると考えられる。 
このようなことから特に倫理規程において、「利害関係者から一切の便宜供与を受けな

い」、「いかなる場合にあっても、審査を担当した受審事業者及びその関係者（関係会社

を含む）より、あらゆる種類の便宜供与を受けてはならない」と、受審事業者との関係

について厳格な規程を設けているものである。従って審査人は、自らの中立性、独立性

に十分留意しなければならず、その点においてＡの責任は重いと言える。さらにお客様

である事業者を巻き込み、不安を与えたことは、制度の信頼性維持の観点から、極めて

重大な問題である。 
 
よって、Ａに対して、処分内容記載の処分とする。 

 
処分通知に対するＡの対応 

  （１）上記処分について、中央事務局からＡに対し、平成２１年５月２６日付けで通知をした。

その中で、処分について不服があり、エコアクション２１審査人倫理委員会の再審議を

求める場合は、平成２１年６月１０日までにエコアクション２１中央事務局に弁明書を

提出すること、弁明書の提出が期日までになされた場合は、審査人倫理委員会で再度審

議し、処分を確定すること、弁明書の提出が期日までになされなかった場合は、平成２



 3

１年６月１０日付けで本処分が確定する旨を通知した。 
（２）それに対しＡより、「一身上の都合により平成２１年５月３１日付けでエコアクション２１

審査人認定・登録の返上」する旨の通知が、中央事務局宛に平成２１年５月２９日付けで届

いた。 
（３）しかし、Ａの処分について倫理委員会で審議中であったことから、倫理委員会の審議に基づ

き、処分が確定した平成２１年６月１０日付けで届け出を受理することとし、平成２１年６

月２２日付けで、Ａに対し、指定した期日（平成２１年６月１０日）までに弁明書を提出し

なかったことにより、処分内容記載の処分とすることを通知した。 
 

以上 
 


